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天
神
会

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
２
０
１
１

年
10
月
９
日
、
久
留
米
市
の
筑
後
川

河
川
敷
で
開
か
れ
た
筑
後
川
マ
ラ
ソ

ン
に
医
療
協
力
し
、
古
賀
病
院
21
・

呼
吸
器
内
科
の
鶴
将
司
医
師
と
新
古

賀
病
院
の
南
郷
寿
美
子
・
外
来
看
護

師
長
、
古
賀
千
代
美
・
６
階
病
棟
看

護
師
長
、後
藤
梨
沙
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
室
看
護

師
、
車
両
管
理
部
の
緒
方
寿
宏
さ
ん

の
５
人
が
脱
水
症
状
で
コ
ー
ス
に
倒

れ
こ
ん
だ
ラ
ン
ナ
ー
ら
の
救
護
活
動

に
当
り
、
鶴
医
師
が
代
表
し
て
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

天
神
会
で
は
２
０
０
８
年
の
第
５

回
大
会
か
ら
看
護
師
３
人
を
派
遣

し
、
２
０
０
９
年
の
第
６
回
大
会
か

ら
は
毎
回
、
医
師
と
救
急
車
も
派
遣

し
て
い
ま
す
。

筑後川マラソン　鶴医師ら５人が救護活動

理事長   古賀伸彦

患
者
さ
ん
や
地
域
の
た
め
の
医
療
を
推
進

と
、
体
外
式
の
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置
を
泌

尿
器
科
に
導
入
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、Ｈ
Ｃ
Ｕ

（
高
度
治
療
室
）11
床
を
新
年
早
々
に
稼
働
さ

せ
、
新
春
に
は
が
ん
患
者
さ
ん
の
緩
和
ケ
ア

病
棟
８
床
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
男
女
別
フ
ロ
ア
に
整
備
す
る
と

も
に
、
消
化
器
病（
内
視
鏡
）セ
ン
タ
ー
、
婦

人
科
、
外
来
化
学
療
法
室
、
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
に
は

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
を
３
階
に
開
設
し
、
創

傷
治
療
室
（
足
外
来
）
や
生
理
機

能
室
も
併
設
し
ま
し
た
。

　

医
療
法
人
天
神
会
と
し
て
２

０
１
２
年
末
ま
で
に
は
、
住
民
の

無
医
地
区
解
消
の
要
望
を
受
け

た
八
女
市
に
協
力
し
て
同
市
辺

春
地
区
に
診
療
所
を
開
設
し
、
久

留
米
市
宮
ノ
陣
の
久
留
米
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ク
内
に
は
高
度
な
医

療
を
備
え
た
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

を
建
設
す
る
予
定
で
す
。大
震
災
を
機
会

に
、
私
た
ち
の
生
活
や
医
療
を
支
え
て
き
た

基
盤
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、
今
後

と
も
患
者
さ
ん
や
地
域
の
た
め
の
医
療
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
東
日

本
大
地
震
と
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う

歴
史
に
残
る
災
害
が
発
生
し
た
２
０
１
１

年
も
、
ま
さ
に
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。依
然
と
し
て
お
ぼ
つ
か
な
い

復
興
へ
の
道
筋
で
す
が
、
こ
の
災

害
を
契
機
に
、
私
た
ち
は
自
分
た

ち
が
日
ご
ろ
享
受
し
て
い
る
豊
か

さ
が
い
か
に
脆
い
も
の
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
医
療
機

関
は
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て

も
医
療
を
提
供
す
る
使
命
を
持
つ

と
い
う
こ
と
を
強
く
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
患
者
さ
ん
に
必

要
な
診
療
が
行
え
る
よ
う
に
常
に
施
設
を
充

実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。古
賀
病
院
21
で
は
10
、

11
月
に
相
次
い
で
前
立
腺
肥
大
症
を
短
期
に

治
療
す
る
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
内
視
鏡
手
術

大震災大震災
興
を
願
っ
て
、
約
４
０
０
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
に
は
久
留
米
市
や

佐
賀
県
鳥
栖
市
に
避
難
し
た
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
１
６
０

人
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
が
、天

ル
カ
ラ
ー
が
競
演
す
る
天
神
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
花
火
＝
写
真
＝

な
ど
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、花
火
大
会
で
は
古
賀

病
院
21
・
消
化
器
内
科
の
酒

井
拓
医
師
が
救
護
班
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
務
め
ま
し
た
。

３
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予
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辺
春
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舎
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天
神
会

復興願いシンボルカラーの花火競演復興願いシンボルカラーの花火競演
　

医
療
法
人
天
神
会
は
２
０
１

１
年
８
月
５
日
に
開
か
れ
た

「
筑
後
川
花
火
大
会
」
に
協
賛

し
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
被
災
地
の
復

神
会
か
ら
の
ご
冥
福
と
復
興
を

願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
あ
と
、
新
古
賀
病
院
の

グ
リ
ー
ン
、
古
賀
病
院
21
の
オ

レ
ン
ジ
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
パ
ー
プ
ル
の
三
色
の
シ
ン
ボ
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縦
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縦
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医
療
法
人
天
神
会
は
、
八
女
市
が
公
募
し
た
無
医
地
区「
立
花
町
辺
春
地
区
」へ

の
診
療
所
開
設
事
業
者
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
女
市
の
三
田
村
統
之
市
長

か
ら
２
０
１
１
年
10
月
18
日
に
開
設
事
業
者
へ
の
選
定
通
知
書
が
届
き
、
２
０
１

２
年
秋
ま
で
に
旧
上
辺
春
小
の
校
舎
を
改
修
し
て
地
区
住
民
待
望
の
診
療
所
を
開

設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

住
民
要
望
で
無
医
地
区
解
消

八女市辺春地区に診療所開設へ
　

辺
春
地
区
は
熊
本
県
境
の
隣
接
地
に

あ
り
、
約
１
４
０
０
人
が
住
ん
で
い
ま

す
が
、
２
０
１
０
年
３
月
に
地
域
医
療

を
担
っ
て
い
た
個
人
の
診
療
所
が
閉
鎖

さ
れ
て
以
来
、
無
医
地
区
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
診
療
所
の
早
期
開
設
を
求
め

た
住
民
約
７
０
０
人
の
署
名
運
動
な
ど

を
受
け
て
、
八
女
市
が
診
療
所
開
設
事

業
者
を
公
募
し
、
無
医
地
区
の
実
情
や

住
民
ら
の
要
望
を
知
っ
た
医
療
法
人
天

神
会
で
は
「『
人
々
の
豊
か
な
生
涯
を
支

援
す
る
医
療
』
を
理
念
に
掲
げ
た
地
域

医
療
支
援
病
院
を
運
営
す
る
医
療
機
関

と
し
て
、
無
医
地
区
の
解
消
を
支
援
し
、

地
元
の
声
を
聴
き
な
が
ら
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
医
療
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
応
募
し
ま
し
た
。

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
八
女
市
と
事

業
開
始
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
同
市

の
支
援
を
受
け
て
計
画
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
診
療
所
に
は
２
０

１
０
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧
上
辺
春
小

学
校
の
平
屋
校
舎
（
約
７
１
２
平
方
㍍
）

を
同
市
か
ら
無
償
で
借
り
受
け
て
利
用

し
、
内
科
医
師
や
看
護
師
、
事
務
員
各

１
人
が
常
駐
し
て
平
日
に
診
察
、
往
診

す
る
た
め
の
診
察
室
や
事
務
室
、
宿
直

室
の
ほ
か
、
健
康
教
室
な
ど
を
開
く
た

め
の
会
議
室
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

辺
春
地
区
住
民
の
皆
様
の
「
今
後
と

も
末
永
く
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
声
を
受
け
、
医
療

法
人
天
神
会
で
は
「
地
区
住
民
の
皆

様
と
信
頼
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
最
も

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
も
地

区
住
民
の
皆
様
の
た
め
の
医
療
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。
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記念講堂入口記念講堂入口記念講堂入口記念講堂入口

新古賀病院西側の立体駐車場が無料で利用

できます（セミナー受付に駐車券をご持参下さい）
駐
車

エレベーターで５階へ
１階で受付

　

第
１
回
目
は
２
月
４
日
（
土
）
の
午

後
１
時
か
ら「
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
と
が
ん
サ
ロ
ン
」を
テ
ー
マ
に

開
催
し
、
古
賀
病
院
21
の
吉
田
毅
・
Ｐ

Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
長
が「
が
ん

を
早
期
発
見
す
る
た
め
の
40
列
Ｐ
Ｅ

Ｔ―

Ｃ
Ｔ
を
含
む
総
合
健
診
」、大
曲
淳

一
・
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
長
が「
が

ん
を
切
ら
ず
に
治
療
す
る
最
新
の
放

射
線
治
療
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま

す
。こ
の
あ
と
、
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

と
の
交
流
の
場
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
の
開
設
２

周
年
を
記
念
し
て
、
九
州
大
学
病
院
の
外
須

美
夫
・
麻
酔
科
蘇
生
科
教
授
に
「
が
ん
に

な
っ
た
時
の
心
構
え
〜
み
ん
な
で
闘
う
が

ん
医
療
〜
」
の
演
題
で
記
念
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
質
疑
に

も
応
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
場
に
は
ア
ロ
マ
を
使
っ
た
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
先
着
順
で
体
験
出
来
る
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
が
ん
予
防
の
レ
シ
ピ
紹
介

や
栄
養
補
助
飲
料
試
飲
な
ど
も
行
う
栄
養

相
談
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
健
診
相
談
の
各
コ
ー
ナ
ー

も
開
設
さ
れ
ま
す
。申
し
込
み
は
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
参
加
人
数
を

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
４
２
・
３
８
・
２
５
０
３
）

で
送
る
か
、
電
話（
０
９
４
２
・
３
８
・
２

２
９
２
、０
９
４
２
・
３
８
・
２
５
０
４
）で
。

年
５
回「
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

通行障害の架線柱５年がかりで22本撤去

２月4日の第１回は「がん」テーマ

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
多
く
の
地
域
住
民
の
皆
様
に
天
神
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
先
端
医
療
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
医
師
ら
と
の
交
流
も
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の「
市
民
公
開
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」（
入
場
無
料
）を
２
０
１
２
年
２
月

か
ら
偶
数
月
に
年
５
回
、新
古
賀
病
院
の
５
階
記
念
講
堂
で
開
催
し
ま
す
。

新古賀病院西側のマインドビルと天神会関係者駐車場との間の市道
NTT 柱を撤去して、天神会関係者駐車場内に架線柱を新設し、複雑に入り組んで
いた架線もすっきり整理して張り替えました。

新
設
し
た
架
線
柱

新
設
し
た
架
線
柱

撤
去
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱

撤
去
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
新
古
賀
病
院

と
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
帯
の
市
道
沿
い

に
林
立
し
、
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

救
急
車
な
ど
の
車
や
市
民
の
通
行
障
害
に

な
っ
て
い
た
架
線
柱
計
22
本
を
２
０
１
１

年
10
月
ま
で
に
５
年
が
か
り
で
撤
去
し
ま

し
た
。

　

架
線
柱
撤
去
の
環
境
整
備
は
２
０
０
６

年
９
月
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
西
側
の
市

道
沿
い
に
あ
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
１
本

を
撤
去
し
て
以
来
で
す
。
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ

ク
東
側
の
市
道
沿
い
に
あ
っ
た
テ
レ
ビ
電

波
ビ
ル
障
害
対
策
用
の
架
線
柱
９
本
、
国

道
３
号
線
の
天
神
町
交
差
点
か
ら
新
古
賀

病
院
前
に
抜
け
る
市
道
沿
い
に
あ
っ
た
同

架
線
柱
６
本
な
ど
も
撤
去
し
、
そ
の
費
用

は
も
ち
ろ
ん
、
九
州
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架

線
柱
に
テ
レ
ビ
電
波
ビ
ル
障
害
対
策
用

ケ
ー
ブ
ル
を
架
け
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
の

共
架
料
も
天
神
会
が
負
担
し
ま
し
た
。

　

新
古
賀
病
院
西
側
の
市
道
で
は
通
行
の

障
害
と
な
っ
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
を

撤
去
し
て
天
神
会
関
係
者
駐
車
場
内
に
か

わ
り
の
架
線
柱
を
新
設
し
、
国
道
３
号
線

天
神
町
交
差
点
近
く
で
は
通
行
障
害
で
撤

去
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
２
本
を
天
神
会

の
関
連
企
業
が
購
入
し
た
角
地
に
移
設
し

ま
し
た
。

3

天
神
会

　

久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
内
で
は
す
で

に
古
賀
病
院
21
が
開
業
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
進
出
す
る
の
は
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ダ
東
側
の
用
地
約
１
万
４
３
０
０
平

方
㍍
＝
右
地
図
＝
で
す
。
計
画
に
よ
る
と
、

天
神
会
と
マ
ル
コ
が
同
整
備
機
構
か
ら
用

地
を
購
入
し
、
天
神
会
が
鉄
筋
４
階
建
て

２
棟
の
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
老
人
福
祉
施

設
と
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
事
業
施
設
、
マ

ル
コ
が
同
３
階
建
て
１
棟
の
本
社
ビ
ル
を

建
設
（
延
べ
床
面
積
約
４
５
０
０
平
方
㍍
）

し
、
２
０
１
２
年
12
月
か
ら
事
業
開
始
の

予
定
で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
は
４
階
建
て
２
棟
の
２
〜

４
階
に
開
設
し
、
定
員
75
人
の
予
定
。
医

療
施
設
に
入
居
す
る
し
か
な
か
っ
た
人
工

呼
吸
器
を
着
け
た
高
齢
者
や
人
工
透
析
が

必
要
な
高
齢
者
の
受
け
皿
も
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
古
賀
病
院
21
の
介
護
部
門
を

１
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
移
し

て
運
営
し
ま
す
。

　

進
出
協
定
書
の
締
結
式
で
は
、
久
留
米

市
の
楢
原
利
則
市
長
が
「
久
留
米
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
に
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
天

神
会
の
新
た
な
老
人
福
祉
施
設
と
、
在
宅

医
療
を
担
う
マ
ル
コ
の
本
社
ビ
ル
が
加
わ

り
、
さ
ら
な
る
地
域
の
発
展
が
図
れ
、
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
で
パ
ー
ク
の
入

居
率
は
94
・
１
％
と
な
り
、
約
２
０
０
０

人
の
雇
用
創
設
の
場
と
な
り
ま
し
た
」
な

ど
と
挨
拶
さ
れ
、
古
賀
理
事
長
は
「
緑
に

包
ま
れ
た
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
環
境
の
中

で
、
高
度
な
医
療
を
備
え
た
介
護
施
設
を

目
指
し
、
多
く
の
地
域
医
療
機
関
と
協
力

し
た
街
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」
な
ど

と
述
べ
ま
し
た
。

九
州
縦
貫
自
動
車
道

一
般
国
道
３
号
線
鳥
栖
久
留
米
道
路（
予
定
）

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

古賀病院 21古賀病院 21

進出用地進出用地

日本赤十字
九州血液センター
日本赤十字

九州血液センター

久留米
ビジネスプラザ
久留米

ビジネスプラザ

アステムアステム

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

ア
ル
カ
デ
ィ
ア

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

ア
ル
カ
デ
ィ
ア

久留米ビジネスパーク 進出予定地見取図

進出協定書に署名する（左から）古賀良子・マルコ代表取締役、
古賀伸彦・天神会理事長、楢原利則・久留米市長

写
真
下
＝
完
成
模
型（
右
側
の
１
棟
が
マ
ル
コ

本
社
ビ
ル
。左
側
の
２
棟
が
老
人
福
祉
施
設
）

　

医
療
法
人
天
神
会
と
グ
ル
ー
プ
企
業
の
株
式
会
社
マ
ル
コ
が
久
留
米
市

宮
ノ
陣
の
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
内
に
老
人
福
祉
施
設
と
マ
ル
コ
の
本

社
ビ
ル
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
久
留
米
市
庁
舎
８
階
の
特
別
応
接
室

で
２
０
１
１
年
10
月
27
日
、
天
神
会
の
古
賀
伸
彦
理
事
長
と
マ
ル
コ
の
古

賀
良
子
・
代
表
取
締
役
、久
留
米
市
の
楢
原
利
則
市
長
が
、独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
則
松
利
昭
・
九
州
支
部
副
支
部
長
の
立
ち
会

い
で
、「
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
へ
の
進
出
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

老
人
�
�
�
�
�
�
建
設
�

久留米ビジネスパークに進出
天 

神 

会
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新
古
賀
病
院

療
」
を
テ
ー
マ
に
集
中
講
義
を
し
ま
し
た

＝
写
真
＝
。

　

同
研
究
会
は
２
０
０
９
年
11
月
、
地
域

住
民
に
質
の
高
い
救
急
医
療
を
提
供
す
る

た
め
の
教
育
活
動
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。集
中
講
義
は
開
催
担

当
の
八
女
消
防
本
部
を
通
じ
て
肥
山
副
院

長
に
依
頼
が
あ
り
、
新
古
賀
病
院
５
階
記

念
講
堂
で
は
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。肥

山
副
院
長
は
両
日
と
も
２
時
間
が
か
り
で

喘
息
の
疫
学
や
危
険
因
子
、急
性
増
悪（
発

作
）へ
の
対
応
、管
理
と
治
療
な
ど
に
つ
い

て
講
義
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
後
地
域
救
急
医
療

研
究
会
の
研
修
会
が
２
０
１
１
年
11

月
22
日
と
29
日
の
２
回
、新
古
賀
病
院

５
階
記
念
講
堂
で
開
か
れ
、佐
賀
県
鳥

栖
市
や
三
養
基
郡
を
含
む
筑
後
地
域

全
域
の
消
防
本
部
や
消
防
署
な
ど
か

ら
参
加
し
た
救
急
救
命
士
や
救
急
隊

員
ら
計
２
５
０

人
に
、
新
古
賀

病
院
の
肥
山
淳

一
郎
副
院
長
が

「
気
管
支
喘
息

の
診
断
と
治

肥
山
副
院
長
が
救
急
隊
員
ら
に
集
中
講
義

筑後地域救急医療研究会の研修会

　新古賀病院・心臓血管センターの川﨑
友裕・センター長が、2010年3月14～16
日に米国・アトランタで開かれた米国心臓
病学会の学術会議で認定された同学会正
会員（FACC）に続いて、2011年8月に米国
心臓血管インターベンション学会の正会
（FSCAI）にも認定されました。
　米国心臓病学会正会員（FACC）、米国心
臓血管インターベンション学会正会員

川﨑　友裕
新古賀病院

心臓血管センター長

川﨑センター長が米国心臓血管インターベンション学会も正会員に
（FSCAI）は、ともに両学会が認定した高い
成果を残したドクターに与えられる
「Fellow」の称号です。この二つの称号を合
わせ持つドクターは、九州でも小倉記念
病院の延吉正清・院長をはじめとし少数
しかいません。川﨑センター長は15 本以
上に及ぶ英文の研究論文や日本国内でも
有数のカテーテルインターベンションの
治療実績などによって認定されました。

　

新
古
賀
病
院
は
２
０
１
１
年
10
月
22

日
、
訪
問
診
療
を
通
し
て
積
極
的
に
地

域
で
の
看
取
り
を
行
う
と
と
も
に
緩
和

ケ
ア
の
教
育
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
横
浜
市
の
小
澤
竹
俊
・
め
ぐ
み
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
を
講
師
に
お
招
き
し

た「
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」を
５
階
記
念

講
堂
で
開
催
し
、
筑
後
地
区
は
も
ち
ろ

ん
、
大
分
県
や
佐
賀
県
な
ど
か
ら
１
０

２
人
の
医
師
や
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
ら
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
澤
院
長
は 「
い
の
ち
の
授
業
〜
ど

ん
な
私
た
ち
で
あ
れ
ば
、
よ
い
援
助
者

に
な
れ
る
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

「
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
本
当
の
苦
し
み
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、
苦
し
む
人
の

理
解
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。理
解
者

に
な
る
た
め
に
は
相
手
の
話
を
反
復
し
て

聴
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
、「
人
は
病
気
の
苦
し
み
の
中
で

も
強
く
生
き
よ
う
と
す
る
三
つ
の
支
え
、①

将
来
の
夢
（
時
間
的
存
在
）②
支
え
と
な
る

関
係
（
関
係
存
在
）③
自
己
決
定
で
き
る
自

由（
自
律
存
在
）に
気
づ
く
時
、
穏
や
か
さ
を

取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。よ
い
援
助
者
と
は

こ
の
相
手
の
支
え
を
理
解
者
と
し
て
強
め

る
こ
と
が
で
き
る
人
で
す
」
と
指
摘
し
、
誰

か
の
支
え
に
な
ろ
う
と
す
る
人
こ
そ
一
番

支
え
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
」
な
ど
、
援
助

者
の
拡
充
や
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
私
た
ち
に
必
要
な
の

は
苦
し
み
や
辛
さ
を
分
か
っ
て
あ
げ
よ
う

と
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
患
者
さ
ん
を

励
ま
す
こ
と
だ
け
し
か
で
き
な
か
っ
た
自

分
を
反
省
し
ま
し
た
」「
も
っ
と
聴
く
力
、

理
解
す
る
力
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
１
０
２
人
聴
講

緩和ケアの在り方を小澤氏講演

5

天
神
会

❶

❷

❸

❹ ❺❻

24
・
36
㍍
＝
写
真
③
＝
が
見
え
て
き
ま
す

が
、
こ
の
横
看
板
の
右
端
に「
新
古
賀
病
院
」

を
大
き
く
掲
示
し
、
赤
色
の
矢
印
で
新
古
賀

病
院
へ
の
方
向
を
明
示
し
ま
し
た
。ま
た
、

新
古
賀
病
院
正
面
玄
関
の
ひ
さ
し
の
上
に

は
、
縦
横
90
㌢
大
の
文
字
で「
新
古
賀
病
院
」

の
５
文
字
を
表
示
し
た
箱
文
字
式
看
板
＝

写
真
④
＝
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
株
式
会
社
マ
ル

コ
が
国
道
３
号
線
天
神
町
交
差
点
近
く
に
鉄

筋
６
階
建
て
ビ
ル
を
購
入
し
、
そ
の
有
効
利

用
の
一
環
と
し
て
高
さ
18
㍍
の
北
側
壁
面

に
新
古
賀
病
院
と
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の

院
は
グ
リ
ー
ン
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

パ
ー
プ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
地
色
に
、

白
抜
き
文
字
で
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
と
「
徒
歩

３
分
」「
徒
歩
２
分
」を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

赤
色
の
矢
印
で
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
出
口
を
右
折
し
て
タ
ミ
ー
と

リ
ベ
ー
ル
の
間
の
市
道
を
抜
け
る
と
、
新
古

賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
側
壁
面
の
５
、
６
階
の
間

に
設
置
さ
れ
た
横
看
板（
縦
１
・
22
㍍
、横

　

西
鉄
久
留
米
駅
は
２
階
に
改
札
口
が
あ

り
、
中
央
階
段
を
降
り
て
１
階
の
通
路
を
右

側
に
行
く
と
新
古
賀
病
院
と
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
へ
の
出
口
で
あ
る
東
出
口
に
向
か
い

ま
す
が
、
看
板
は
中
央
階
段
を
降
り
て
す
ぐ

の
柱
に
箱
型
電
照
看
板（
縦
１
㍍
、
横
80
㌢
）

＝
写
真
①
＝
、
東
出
口
の
頭
上
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
使

用
電
照
看
板（
縦
30
㌢
、
横
４
㍍
）＝
写
真
②

＝
を
新
設
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
新
古
賀
病

案
内
＝
写
真
⑤
＝
を
完
成
さ
せ
、
新
古
賀
病

院
南
側
の
市
道
沿
い
に
あ
る
天
神
会
職
員
駐

車
場
前
に
は
、
新
古
賀
病
院
や
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
来
院
す
る
患
者
さ
ん
ら
の
車
を
立

体
駐
車
場
へ
誘
導
す
る
た
め
の
電
照
式
看
板

＝
写
真
⑥
＝
も
設
置
し
ま
し
た
。

施
設
案
内
の
看
板
設
置
�電
車
内
放
送
も
開
始

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
新
古
賀
病
院
と
新
古
賀
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
分
か
り
や
す
く
ご
来
院
い
た
だ
く
た
め
の
案
内
看
板
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
２
０
１
１
年
９
月
27
日
か
ら
は
西
鉄
福
岡
天
神―

大
牟
田

線
の
久
留
米
駅
に
停
車
す
る
電
車
１
２
１
本
で
新
古
賀
病
院
と
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
宮
の
陣
駅
に
停
車
す
る
電
車
１
２
６
本
で
古
賀
病
院
21
を
案
内
す

る
車
内
放
送
を
始
め
ま
し
た
。
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古
賀
病
院
21

が
、
今
回
は
ロ
シ
ア
の
医
療
改
革
推
進

メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
、
ナ
タ
ー
リ
ア
団

長
は
モ
ス
ク
ワ
医
学
大
学
卒
の
小
児
科

医
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
で
初
め
て
民
間
病

院
経
営
を
始
め
た
ロ
シ
ア
の
医
療
改
革

推
進
の
第
一
人
者
で
す
。

古
賀
理
事
長
の
歓
迎
挨
拶

や
平
松
義
博
院
長
か
ら
の

病
院
全
体
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診

断
、
放
射
線
治
療
の
両
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
ロ

シ
ア
で
は
そ
の
在
り
方
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
医
療
廃
棄
物
集
積
場
を
特
に
望
ん
で

視
察
し
、
最
新
鋭
機
器
の
仕
組
み
だ
け

で
な
く
、
治
療
費
や
治
療
期
間
、
他
の

検
査
、
治
療
と
比
べ
て
の
優
位
性
に
つ

い
て
も
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
最
大
の
経
済
団
体
「
オ
ー
ポ

ラ
・
ロ
シ
ア
」
の
副
会
長
で
ロ
シ
ア
医

療
評
議
会
の
副
会
長
も
務
め
る
ウ
シ
ャ

コ
ー
ヴ
ァ
・
ナ
タ
ー
リ
ア
団
長
ら
９
人

が
２
０
１
１
年
11
月
５
日
、
古
賀
病
院

21
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断

セ
ン
タ
ー
や
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察

し
、
ナ
タ
ー
リ
ア
団
長
を

通
じ
て
、
日
ロ
両
国
の
友

好
的
な
医
療
交
流
を
願
う

サ
フ
ォ
ノ
フ
・
ロ
シ
ア
連

邦
保
健
社
会
発
展
省
副
大

臣
か
ら
の
親
書
が
、
医
療

法
人
天
神
会
の
古
賀
伸
彦
理
事
長
に
贈

ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
「
オ
ー
ポ
ラ
・
ロ
シ
ア
」
か
ら
は
２
０

１
０
年
11
月
に
セ
ル
ゲ
イ
・
ボ
リ
ソ
フ

会
長
ら
代
表
団
13
人
が
視
察
し
ま
し
た

　

久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
国
際
交
流

協
会
の
久
留
米
ま
ち
旅
博
覧
会
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
古
賀
病
院
21
へ
の
「
ま
ち
旅
」

（
見
学
会
）
が
、
２
０
１
１
年
10
月
８
日
と
11

月
３
日
の
２
回
開
か
れ
、
久
留
米
市
や
小
郡

市
、う
き
は
市
な
ど
か
ら
27

人
の
市
民
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
古
賀
病
院
21
へ
の

「
ま
ち
旅
」は
、「
医
療
の
ま

ち
久
留
米
」
を
訪
ね
る
「
ま

ち
旅
」
の
一
つ
と
し
て
２

０
１
０
年
３
月
５
日
と
４

月
２
日
に
も
開
か
れ
、
そ

の
際
に
も
27
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
参

加
者
は
通
算
54
人
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
ま
ち
旅
」で
は
、
吉
田
毅
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診

断
セ
ン
タ
ー
長
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、「
が

ん
」を
切
ら
ず
に
機
能
・
形
態
を
温
存
し
て
治

す
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
（
強
度
変
調
放
射
線
治
療

機
）
や
、
脳
疾
患
な
ど
の

診
断
を
行
う
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
磁

気
共
鳴
画
像
診
断
）
装
置

な
ど
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
＝
右
上
の
写

真
＝
し
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
先
進
医
療
機
器
を

見
学
し
て
回
り
、
お
茶
と

お
菓
子
を
用
意
し
た

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
設
け

て
懇
談
し
ま
し
た
。

PET についての説明を聞く参加者

古
賀
病
院
21

7

海
外
か
ら
は
43
人
受
診

ま
ち
旅
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
27
人
見
学

ロシア医療改革推進メンバーが視察

ＰＥＴ受診者が３万人突破

　

久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
国
際
交
流

協
会
が
久
留
米
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
中

国
・
合
肥
市
か
ら
招
待
し
た
医
療
観
光
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
２
人
が
２
０
１
１
年
12
月
１

日
、
古
賀
病
院
21
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン

タ
ー
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、同
協
会
が「
医
療
都
市
・

久
留
米
」
を
海
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
久
留
米
市

へ
の
医
療
観
光
を
誘
致
す
る
た
め
の
足
掛

か
り
に
し
よ
う
と
、
合
肥
市
と
協
力
し
初

め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。
ツ
ア
ー
に
は
、

同
市
の
職
員
２
人
と
富
裕
層
の
市
民
観
光

客
６
人
が
11
月
30
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日

程
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で

Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
を
受
け
た
の
は
、
合
肥
市
の

外
事
弁
公
室
職
員
で
通
訳
の
唐
学
坤
さ
ん

と
、
不
動
産
業
や
薬
品
販
売
な
ど
を
手
が

け
る
安
徽
天
徽
グ
ル
ー
プ
有
限
会
社
の
蒋

偉
・
代
表
取
締
役
で
、
ど
ち
ら
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ

健
診
は
初
め
て
で
し
た
。

　

蒋
偉
さ
ん
は
「
通
常
の
検
査
は
毎
年
上

海
市
で
受
け
て
い
ま
す
が
、
が
ん
を
調
べ

る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
も
ぜ
ひ
受
け
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
中
国
に
も
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
数
が
少
な
く
、
料
金
も
日

本
よ
り
か
な
り
割
高
で
す
。
脳
や
心
臓
の

検
査
も
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を
日
本
ま

で
来
て
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
中
国
人

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

蒋
偉
さ
ん
ら
は
久
留
米
市
内
の
梅
林
寺

や
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
、
酒
造
会
社
な
ど

も
訪
ね
、
柿
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
も
体

験
し
ま
し
た
。

PET健診を体験する蒋偉さん

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
受
診
は
こ
の
自
己
負
担
の

総
合
健
診
と
健
康
保
険
適
用
診
療
の

二
通
り
の
利
用
法
が
あ
り
ま
す
が
、

３
万
人
の
内
訳
は
総
合
健
診
が
２
万

１
５
１
３
人
、
健
康
保
険
適
用
診
療

が
７
８
３
６
人
、
健
康
保
険
適
用
に

な
ら
な
か
っ
た
自
己
負
担
診
療
が
６

５
１
人
で
、
年
平
均
３
６
０
０
人
、

月
当
た
り
３
０
０
人
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断

を
実
施
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
も
、
２
０

０
４
年
７
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
２
人

が
受
け
て
以
来
、こ
れ
ま
で
に
中
国
、

米
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、

台
湾
の
５
か
国
１
地
域
の
43
人
に
達

し
て
い
ま
す
。
日
中
の
旅
行
業
者
を

通
じ
た
中
国
か
ら
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
は

今
年
７
月
以
来
12
月
ま
で
に
９
人
が

受
診
し
て
お
り
、
19
人
の
予
約
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
と
も
「
40
列

Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
の
精
密
な
描
出
力
と
延
べ

３
万
人
も
の
方
々
に
実
施
し
て
き
た
豊
富

な
診
断
実
績
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
「
が

ん
」
の
発
見
率
向
上
と
正
確
な
診
断
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
因
は
「
が
ん
」
が
最

も
多
く
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」

で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、「
が
ん
」

は
早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
治
る

確
率
の
高
い
病
気
で
す
。Ｐ
Ｅ
Ｔ
は

ブ
ド
ウ
糖
に
よ
く
似
た
「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
」

を
静
脈
か
ら
注
射
し
て
、「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
」

が
人
体
の
が
ん
細
胞
に
集
ま
っ
た
様

子
を
撮
影
す
る
「
陽
電
子
放
射
断
層

撮
影
装
置
」
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
０
０
７
年
11
月
か
ら
は
Ｃ
Ｔ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）
も

備
え
た
高
精
度
で
高
画
質
の
描
出
力

を
持
つ
「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
を

全
国
で
初
め
て
導
入
し
、
総
合
健
診

は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
含
む
各
種
検
査
を
組
み

合
わ
せ
た
７
コ
ー
ス
で
実
施
し
て
お

り
、「
が
ん
」
発
見
率
は
人
間
ド
ッ

ク
の
み
の
検
査
の
10
倍
を
超
え
る

２
・
62
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
は
、
北
部
九
州

の
民
間
病
院
で
は
最
も
早
く
２
０
０
３
年
５
月
か
ら
「
が
ん
」

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合
健
診
を
始
め
ま
し
た

が
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
受
診
者
が
健
診
開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
か

月
目
（
８
年
４
か
月
）
に
あ
た
る
２
０
１
１
年
９
月
20
日
に
延

べ
３
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

中
国･

合
肥
市
の
２
人
も
体
験

肺
が
ん

40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
画
像

PET 健診コースのご案内

高度精密がん健診 194,250円
がんを高度精密に調べるコース

三大疾病 194,250円
がん･心疾患･脳卒中の三大疾病を調べるコース

エクセレント 131,250円
がんを詳しく調べるコース

PET・消化管 162,750円
消化器系のがんも詳しく調べるコース

スタンダード 87,150円
がんを調べる基本コース

ゴールド 241,500円
三大疾病と高度精密を合わせたコース

プラチナ 297,150円
がん･心疾患･脳卒中･認知症を調べる最上級のコース

※エクセレントから 40 列 PET-CT使用※エクセレントから 40 列 PET-CT使用

お問い合わせ･お申し込み

0120-318-188
PET画像診断センター
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古
賀
病
院
21

　

自
ら
が
古
賀
病
院
21
の
放
射
線

治
療
セ
ン
タ
ー
で
治
療
中
の
乳
が

ん
の
患
者
さ
ん
で
あ
り
な
が
ら
、

抗
が
ん
剤
治
療
の
が
ん
患
者
さ
ん

に
手
作
り
の
タ
オ
ル
帽
子
を
贈
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
末
次
由

美
さ
ん
（
44
）（
大
刀
洗
町
山
隈
）

＝
写
真
＝
が
、
２
０
１
１
年
10
月

20
日
夕
に
放
送
さ
れ
た
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九

州
朝
日
放
送
の
「
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ア
」

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

末
次
さ
ん
は
３
人
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
主
婦
で
す
。
昨
年
10
月
に

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
左
乳
房
切

除
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
２
０

１
１
年
１
月
か
ら
は
抗
が
ん
剤
治

療
も
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
末
次

さ
ん
が
抗
が
ん
剤
治
療
の
患
者
さ

ん
に
手
作
り
の
タ
オ
ル
帽
子
を
贈

る
活
動
を
始
め
た
の
は
、
友
人
が

抗
が
ん
剤
治
療
の
副
作
用
で
髪
が

抜
け
始
め
た
末
次
さ
ん
に
タ
オ
ル

を
縫
っ
た
可
愛
い
帽
子
を
作
っ
て

く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
私
が
励
ま
さ
れ
、
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
を
他
の
抗
が
ん
剤
治
療
患

者
さ
ん
に
も
し
て
あ
げ
た
い
」
と

い
う
末
次
さ
ん
の
呼
び
掛
け
に
、

多
く
の
友
人
が
賛
同

し
、
同
年
２
月
に
は
末

次
さ
ん
を
代
表
に
し
た

活
動
グ
ル
ー
プ
が
設
立

さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
名

称
は
「
あ
な
た
の
笑
顔

が
み
た
い
か
ら…

」
と

の
思
い
を
込
め
て
「
あ

い
う
笑
が
お
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
グ
ル
ー

プ
の
仲
間
た
ち
と
作
っ
た
タ
オ
ル

帽
子
を
各
地
の
病
院
で
抗
が
ん
剤

治
療
を
受
け
る
が
ん
患
者
さ
ん
に

贈
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ア
」
で
は
、
古

賀
病
院
21
の
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
や
大
曲
淳
一
・
セ
ン
タ
ー
長

の
診
察
を
受
け
る
末
次
さ
ん
の
様

子
な
ど
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

自
ら
が
患
者
の
末
次
さ
ん  

Ｔ
Ｖ
で
紹
介

「抗がん剤治療患者にタオル帽子を」

　

古
賀
病
院
21
の
２
階
に
Ｈ
Ｃ
Ｕ（
ハ
イ

ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
＝
高
度
治
療
室
）＝
写
真

＝
が
開
設
さ
れ
、
２
０
１
２
年
１
月
１
日

か
ら
稼
働
し
ま
す
。

　

開
設
さ
れ
た
Ｈ
Ｃ
Ｕ
は
、
救
急
患
者
さ

ん
や
循
環
器
・
呼
吸
器
・
消
化
器
の
各
病

棟
の
重
症
患
者
さ
ん
、
手
術
後
の
患
者
さ

ん
な
ど
を
一
時
的
に
収
容
す
る
高
度
治
療

室
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
約
２
３
０
平
方
㍍

の
広
さ
に
11
床
の
ベ
ッ
ド
と
看
護
師
や
臨

床
工
学
士
が
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
家
族
説
明
室
な
ど
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
陰
圧
、
陽
圧
の
適
切
な
空
調
管
理
が

で
き
る
設
備
を
備
え
、
室
内
は
患
者
さ
ん

に
や
さ
し
い
明
る
い
色
調
の
ビ
タ
ミ
ン
カ

ラ
ー
で
配
色
し
、
壁
面
に
は
薄
い
オ
レ
ン

ジ
色
、
天
井
に
は
薄
い
レ
モ
ン
色
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　

面
会
時
間
は
正
午
か
ら
と
午
後
６
時
か

ら
の
各
30
分
間
。
入
室
時
に
は
感
染
症
予

防
の
た
め
に
病
室
入
り
口
の
速
乾
性
擦
式

剤
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｕ
11
床
開
設

古
賀
病
院
21

 ☎ 0942-38-3333（代表） ☎ 0942-38-3333（代表）
（受付時間  月～土  8:30～ 17:00）

ご予約・お問い合わせ

古賀病院21  泌尿器科古賀病院21  泌尿器科

月 火 水 木 金 土
午前
午後

肥大した
前立腺

KTP レーザー

膀胱

尿道

内視鏡

PVP の見取図

至
Ｋ
Ｔ
Ｐ
レ
ー
ザ
ー
装
置

古
賀
病
院
21

9

KTP レーザー装置

　

前
立
腺
肥
大
症
は
加
齢
に
伴
っ
て
前
立

腺
が
肥
大
し
、
尿
道
を
圧
迫
し
て
尿
が
出

に
く
く
な
っ
た
り
、
夜
中
に
何
度
も
ト
イ

レ
に
起
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
病
気
で

す
。
古
賀
病
院
21
の
泌
尿
器
科
で
は
、
尿

道
の
中
に
挿
入
し
た
内
視
鏡
で
前
立
腺
を

観
察
し
な
が
ら
、
内
視
鏡
の
先
端
に
つ
け

た
電
気
メ
ス
で
肥
大
し
た
患
部
を
切
り
落

と
す
「
電
気
メ
ス
を
用

い
た
内
視
鏡
手
術
」（
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｐ
）
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
く
始
め

た
Ｐ
Ｖ
Ｐ
は
「
光
選
択

的
前
立
腺
蒸
散
術
」
と

言
い
、
こ
の
電
気
メ
ス

の
代
わ
り
に
Ｋ
Ｔ
Ｐ

（
チ
タ
ン
リ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
）
レ
ー
ザ
ー

を
使
い
ま
す
。Ｋ
Ｔ
Ｐ
レ
ー
ザ
ー
で
発
生

し
た
熱
で
肥
大
し
た
患
部
を
蒸
散
す
る
た

め
、
術
中
術
後
の
出
血
・
痛
み
・
腫
れ
が

少
な
い
の
が
最
大
の
特
長
で
、
出
血
な
ど

に
よ
る
合
併
症
の
恐
れ
が
高
い
高
齢
者
の

手
術
も
可
能
で
す
。

　

術
中
術
後
の
出
血
が
起
こ
り
や
す
い
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｐ
で
は
、
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
を
術
後

４
、
５
日
留
置
す
る
た
め
に
約
１
週
間
の

入
院
が
必
要
で
す
が
、Ｐ
Ｖ
Ｐ
で
は
手
術

翌
日
に
抜
く
こ
と
が
で
き
、
最
短
１
泊
２

日
の
入
院
で
治
療
で
き
ま
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｖ
Ｐ
は
、
欧
米
な
ど
世
界
約
30

か
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で

は
２
０
０
５
年
に
名
古
屋
市
の
名
古
屋
セ

ン
ト
ラ
ル
病
院
が
初
め
て
導
入
し
、
２
０

１
１
年
４
月
か
ら
保
険
適
用
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
11
月
７
日
に
全
国
発
売

さ
れ
た
読
売
新
聞
社
発
行
の
「
病
院
の
実

力
〜
51
歳
か
ら
の
気
に

な
る
病
気
」
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
賀

病
院
21
が
全
国
で
６
番
目
の
Ｐ
Ｖ
Ｐ
導
入

施
設
で
す
。

�
�
�
�
�
前
立
腺
肥
大
症
手
術

　

古
賀
病
院
21
の
泌
尿
器
科
で
は
２
０
１
１
年
12
月
上
旬
ま
で
に
、レ
ー
ザ
ー

を
用
い
た
前
立
腺
肥
大
症
の
内
視
鏡
手
術
（
Ｐ
Ｖ
Ｐ
）
と
体
外
式
衝
撃
波
結
石

破
砕
装
置
「
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
」
を
用
い
た
尿
路
結
石
治
療
を
開
始
し
ま

し
た
。

衝
撃
波
�
尿
路
結
石
破
砕
治
療

　

尿
は
腎
臓
で
作
ら
れ
、
尿
管
を
通
っ
て

膀
胱
に
運
ば
れ
、
膀
胱
か
ら
尿
道
を
通
っ

て
排
出
さ
れ
ま
す

が
、
結
石
は
尿
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ア
ミ

ノ
酸
成
分
な
ど
が
時

間
を
か
け
て
固
ま
っ

た
も
の
で
、
こ
の
尿

の
通
り
道
に
で
き
た

結
石
を
尿
路
結
石
と

総
称
し
、
結
石
が
見

つ
か
っ
た
場
所
に

よ
っ
て
腎
結
石
、
尿

管
結
石
、膀
胱
結
石
、

尿
道
結
石
と
言
っ
て

い
ま
す
。「
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
」は
、
お

腹
を
切
ら
ず
に
、
体
外
か
ら
体
内
に
発
生

さ
せ
た
衝
撃
波
で
、
こ
の
尿
路
結
石
を
破

砕
し
て
治
療
す
る
ド
イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス

社
製
の
装
置
で
す
。

　

衝
撃
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
照
射
す
る
ヘ
ッ

ド
を
３
方
向（
上
部
、右
斜
め
下
部
、左
斜
め

下
部
）に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
、ど
の

部
位
の
結
石
破
砕
治
療
も
患
者
さ
ん
は
仰

向
け
に
寝
た
状
態
で
出
来
ま
す
。さ
ら
に
、

結
石
の
正
確
な
位
置
決

め
を
行
う
た
め
、
２
方

向
か
ら
の
結
石
透
視
画

像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
自
動
位
置
決
め
が

可
能
な
機
能
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
衝
撃

波
は
結
石
の
種
類
や
硬

さ
に
応
じ
て
最
大
３
０

０
０
発
ま
で
発
生
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
衝
撃

波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
38

段
階
に
き
め
細
か
く
調

整
し
て
、
よ
り
低
侵
襲
な
治
療
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
装
置
を
使
用
し
た
結
石
破
砕
治
療

に
は
①
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
②
開
腹

手
術
で
は
な
い
の
で
身
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
③
高
齢
者
や
心
疾
患
・
糖
尿
病
の
方

も
治
療
で
き
る
④
治
療
は
１
回
約
１
時
間

で
終
了
す
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

導入した体外式衝撃波結石破砕装置

相
次
ぎ
２
つ
の
最
新
治
療
導
入

泌
尿
器
科
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「
か
ん
か
い
」
と
聞
い
て
も
漢
字
が
思
い

浮
か
ば
ず
、
漢
字
を
見
て
も
意
味
が
推
定

で
き
な
い
難
し
い
言
葉
で
す
が
、「
寛
」
は

「
ゆ
る
い
」、「
解
」は「
と
け
る
」状
態
を
意

味
し
、病
気
の
症
状

が
一
時
的
に
軽
く
な
っ
た

り
、
消
え
た
り
し
た
状
態

の
こ
と
で
す
。こ
の
ま
ま

再
発
し
な
い
で
完
全
に
治

る「
治
癒（
ち
ゆ
）」の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
再
発
す
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
含
ん
で
い
ま
す
。寛
解
か

ら
ま
た
悪
く
な
る
こ
と
を「
再
発
」、
も
と
も
と
悪

か
っ
た
状
態
が
も
っ
と
悪
く
な
る
こ
と
は
「
増
悪

（
ぞ
う
あ
く
）」と
言
い
ま
す
。

　
「
頓
（
と
ん
）」
は
「
急
な
こ
と
」
を
意
味
す
る
漢
字

で
、
２
０
１
０
年
11
月
に
常
用
漢
字
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。「
頓
服
」と
は
、
毎
食
後
や
一
日
一
回
な
ど

の
決
め
ら
れ
た
時
間
で
は
な
く
、急
に
症
状
が
出

て
必
要
に
な
っ
た
時
に
薬
を
飲
む
こ
と
で
す
。そ

の
時
に
飲
む
薬
の
こ
と
を
「
頓
服
（
と
ん
ぷ
く
）

薬
」
と
言
い
ま
す
。鎮
痛
剤
や
解
熱
剤
の
こ
と
と

い
う
誤
解
が
多
い
の
は
、痛
み
や
高
熱
が
出
た
時

の「
頓
服
」と
し
て
処
方
さ
れ
た
薬
が
、
痛
み
や
高
熱

の
症
状
に
効
く
「
頓
服
」
と
い
う
名
前
の
薬
だ
と
思

い
込
ま
れ
た
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

医療・介護Ｑ&Ａ
「
寛
解
と
は
？
」

「
頓
服
と
は
？
」

　「母にはふたたびあひたれども父には一度もあはず」という「謎々」
が室町時代の「後奈良院御撰何會」に残っていますが、その正解が
「唇」とは現代人には分からないはずです。なぜなら、現代語では「は
は」も「ちち」も唇は一度も合わないからです。ところが、室町時代では
「はは」は両唇摩擦音の子音「φ」を使った「ふぁふぁ（φaφa）」と発音
し、唇は二度合いました。
　「母」の呼称は日本語の「は行音」とともに変化してきました。「は行
音」は先史時代のある時期までは「ぱ行音」でしたが、「唇音退化」に
よってやがて子音「φ」を使う「ふぁ行音」になります。この「ふぁ行音」は

平安時代中期になると語頭だけに限ら
れ、語中、語尾では「わ行音」で発音され
るようになり、現代語のような「は行音」と
なるのは江戸時代初めからです。した
がって、「母」は英語の父の呼称と同じ「ぱ
ぱ」から「ふぁふぁ」となり、「ふぁわ」を経
て「はは」になったと考えられますが、「後

奈良院御撰何會」の謎々の正解は「ふぁわ」を経て、室町時代に再び
「ふぁふぁ」に戻って「はは」になったことを裏付けています。（水）

……  からだ言葉のカルテ⑧  …… 

ぱぱ

はは

ふぁふぁ

ふぁふぁ

ふぁわ

合川小・荒木小児童が久重を研究発表

「
く
る
め
学
」で
大
嶋
部
長
ら
指
導

　

久
留
米
市
の
合
川
小
５
年
生
全
員

と
荒
木
小
５
年
２
組
が
２
０
１
１
年

11
月
29
日
、
市
庁
舎
２
階
の
く
る
み

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
く
る
め
学
」
の

研
究
発
表
会
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
久
留

米
か
ら
く
り
振
興

会
」（
古
賀
伸
彦
理

事
長
）
か
ら
指
導

を
受
け
た
「
久
留

米
が
生
ん
だ
発
明

家
・
田
中
久
重
」

に
つ
い
て
研
究
発

表
し
ま
し
た
。

　

久
留
米
市
は
昨

年
度
か
ら
市
内
の

す
べ
て
の
小
中
学

校
と
特
別
支
援
学

校
で
、
子
供
た
ち
が
郷
土
に
関
す
る
こ

と
を
自
ら
見
つ
け
て
学
ぶ「
く
る
め
学
」

の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
合
川

小
５
年
生
全
員
と
荒
木
小
５
年
２
組
で

は
「
東
洋
の
エ
ジ
ソ
ン
」
や
「
か
ら
く
り

儀
右
衛
門
」
と
呼
ば
れ
た
幕
末
・
明
治

期
の
偉
大
な
発
明
家
・
田
中
久
重
を「
く

る
め
学
」の
テ
ー
マ
に
選
び
、久
重
の
偉

業
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に「
か
ら
く
り

人
形
展
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
同
振

興
会
の
半
田
利
通
・
副
理
事
長
（
半
田

建
設
社
長
）や
、理
事
の
大
嶋
鋭
生
・
天

神
会
事
務
部
長
か
ら
、
そ
の
生
涯
や
功

績
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
合

川
小
と
荒
木
小
と

も
に
、
子
供
た
ち

が
背
丈
大
の
用
紙

に
描
い
た
久
重
の

「
万
年
自
鳴
鐘
」

「
蒸
気
船
」
な
ど
の

作
品
や
業
績
紹
介

な
ど
持
っ
て
登
壇

し
、
日
本
の
近
代

科
学
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
、
東
芝

の
前
身
と
な
る
会
社
も
創
業
し
た
久

重
の
偉
大
な
生
涯
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
人
気
Ｔ
Ｖ
番
組
「
な
ん
で

も
鑑
定
団
」
の
鑑
定
士
と
し
て
も
知
ら

れ
る
東
野
進
・
日
本
か
ら
く
り
研
究

会
理
事
長
が
、
久
重
が
つ
く
っ
た
本
物

の
三
大
か
ら
く
り
人
形
の
一
つ
「
茶
酌

娘
」
な
ど
を
子
供
た
ち
や
市
民
に
公
開

し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　第８号が出来上がりましたのでお届けします。第７号ではそれまで広
報誌に使っていた紙が東日本大震災で生産不能となり、やむなく別の

紙に変更しましたが、震災復興で生産再開となり、今回からまた元の紙に戻しました。
　お問い合わせやご指摘、ご要望などがございましたら広報部（０９４２・３８・２３８６）ま
でご連絡下さい。

編集後記
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新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

婦人科外来
0942-38-2222（代表）0942-38-2222（代表）

予約受付時間
 月～金  8:30～ 12:00

お申し込み・お問い合わせ

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
婦
人
科
の

斎
藤
仲
道
医
師
が
毎
週
火
曜
日
午

後
に
完
全
予
約
制
で
実
施
し
て
い

る
「
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
が
、

２
０
１
１
年
12
月

４
日
付
の
読
売
新

聞
く
ら
し
・
健
康

面
の
「
病
院
の
実

力
」
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
は
、

遺
伝
性
の
病
気
へ

の
不
安
や
検
査
、
費
用
等
に
つ
い

て
十
分
な
情
報
を
提
供
し
、
治
療

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
臨
床

遺
伝
専
門
医
は
全
国
に
７
９
７
人
、

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
１
２

５
人
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
斎
藤
医
師
は
同

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
同
専
門
医

を
目
指
す
医
師
の
指
導
医
の
資
格
を
持
ち
、

全
国
的
に
も
い
ち
早
く
２
０
０
１
年
５
月

以
来
、
10
年
が
か

り
で
「
遺
伝
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
に
最
大
の
注
意

を
払
っ
て
個
室
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

室
を
使
い
、
２
０

１
０
年
に
は
22
件
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
福
岡
県
内
５
番
目
の
実
施
件
数
で
、
新

古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
い
る
県
内
唯
一
の
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新古賀クリニックの遺伝カウンセリング 女
性
専
門
外
科
外
来
」も
行
っ
て
お
り
、医
療

法
人
天
神
会
で
は
毎
年
、
乳
が
ん
検
診
の
大

切
さ
や
治
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の「
乳
が
ん
・
婦
人
病
セ
ミ
ナ
ー
」

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
九
州
元
気
の
会
」と
協
力
し

て
新
古
賀
病
院
５
階
の
記
念
講
堂
で
開
催
し

し
た
。さ
ら
に
、「
検
診
を
受
け
る
際
に
重
要

視
す
る
項
目
」
は
「
女
性
専
用
フ
ロ
ア
」
と
答

え
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
、
最
新
の
検
査
装
置
の
順
で

し
た
が
、「
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が
よ
く
、
先
生

の
説
明
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
も
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
最
新
鋭
装
置
で

よ
り
速
い
検
査
が
で
き
た
」な
ど
の
ご
感
想
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
の
乳
が
ん
検
診
と
と
も
に
、
女
性
の

医
師
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る「
乳
腺
・
肛
門
の

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ（
日
本
乳
が
ん
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）
が
「
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｓ（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
日
曜
日
）」に

提
唱
し
た
２
０
１
１
年
10
月
16
日
だ
け
で
な

く
、
同
年
７
月
24
日
と
11
月
20
日
に
も
乳
が

ん
日
曜
日
検
診
を
実
施
し
、
計
１
１
９
人
も

の
方
に
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
日
曜
日
検
診
を
受
け
た
の
は
、
日

曜
日
以
外
に
休
む
こ
と
が
難
し
い
20
〜
50
歳

代
の
会
社
員
ら
勤
め
先
を
持
つ
人
が
ほ
と
ん

ど
で
、
乳
房
を
Ｘ
線
で
撮
影
す
る
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
は
ほ
ぼ
半
数
が
初
め
て
で
し

た
。当
セ
ン
タ
ー
は
、西
鉄
久
留
米
駅
か
ら
徒

歩
２
分
の
至
近
距
離
に
あ
り
、
受
付
・
待
合

室
・
検
査
・
診
察
室
の
す
べ
て
が
男
女
別
の

専
用
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
当
院
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て「
交
通
の
便
」な
ど
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま

県
内
５
番
目
の
22
件
実
施

て
い
ま
す
。ま
た
、検
診
で
乳
が
ん
が
見
つ
か

れ
ば
、
同
じ
医
療
法
人
天
神
会
の
新
古
賀
病

院
の
乳
腺
外
科
が
病
理
診
断
科
や
古
賀
病
院

21
の
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
と
の
グ
ル
ー
プ

連
携
で
迅
速
に
対
応
し
、化
学
療
法
・
手
術
・

術
中
病
理
診
断
・
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ

せ
た
集
学
的
乳
が
ん
治
療
に
よ
っ
て
、
九
州

で
も
有
数
の
乳
房
温
存
率
88
・
２
％
の
治
療

実
績（
２
０
１
０
年
度
）を
み
せ
て
い
ま
す
。

2011年 9月24日に開かれた乳がん･婦人病市民セミナー

最
新
鋭
の
デ
ジ
タ
ル･

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

乳
が
ん
日
曜
検
診
に
会
社
員
ら
１
１
９
人


